
分子のかたちと集合： 
分子から超分子へ

私たちの身の回りは、分子(有機化合物)で溢れています。様々な分子たちが

私たちの生活に役立っています。私たち体も分子からできています。

分子は２次元・３次元的なかたち(構造)をもって、その個性を発揮します。

また、分子は弱い力で集まったとき、新たな性質を発揮する場合があります。

この講演では、分子がかたちをつくる仕組みと、分子が集合する仕組みと、

分子の集合体(超分子)について紹介します。
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有機化学 

２つの原子が最外殻電子を１つずつ共有し合う結合を共有結合といい、

共有結合から成る分子を有機化合物という。

現代社会のいたるところで有機化合物が用いられている。例えば、

医薬品や食品や衣料・プラスチック・液晶などの素材などが挙げられる。

また、生命体は、有機化合物が集まって構成されている。

これら有機化合物を取り扱うのが有機化学である。

有機化学は、化合物の構造と反応の両面から体系化されている。

有機化合物の立体構造を理解すると、分子が情報を持っていることがわかる。 

分子はどうして，かたち(立体構造)をもつのか 

共有結合をつくる元素の混成軌道によって決まる 





超分子化学 (分子集合体化学)

•  これまでの有機化学は単独の分子の性質に注目
•  分子が複数あるいは集団として振る舞ったとき、
  個々の分子では見られない新たな性質や機能が発現
  する可能性がある。生体はまさに分子の集合体

•  分子の集合組織化を制御することを目的とした学問を
  超分子化学あるいは分子集合体化学という
•  超分子化学（分子集合体化学）とは、複数あるいは集団
  の分子が弱い力，即ち，分子間相互作用で会合し、
  その化学・物理特性は分子集合系全体で独自の
  新しい特性を持つもの、と定義される。
•  超分子化学はナノテクノロジーに必須の分野



分子間相互作用の代表例：水素結合 

電気陰性度の高いD原子とA原子(O, N 原子 etc)の間に水素原子が介在して 
起きる引力を水素結合という。本質的には静電相互作用と同じであるが、 
高い相補性と方向性をもつことが水素結合の特徴。 

・相補性 ・方向性(角度,距離依存性) ・弱い結合力 0.5~3 kcal/mol

D–Hを水素結合供与体
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van der Waals相互作用、静電相互作用、π–πスタッキング
双極子相互作用、疎水性相互作用、配位結合　も重要 




















